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概要

生物多様性関連リスクのスクリーニングと優先順位付けを行うための、無料ウェブベー
スツール（要アカウント登録）

生物多様性フットプリント評価ツールではない：特定の商品やサービスの生産・消費に
よる生物多様性変化を測ることで、一次産品や企業の生物多様性へのインパクトを評価
するものではない

既存のツールやフレームワークの以下のようなギャップを埋めるために開発

• リスク、機会、影響の空間的・明示的な評価

• ローカルとグローバルの生物多様性完全性の包括的なカバー

• 企業の依存や影響から生じるリスクの定量化

• 産業横断的な幅広いセクターのカバー

• 様々な生物多様性の枠組みとの整合性

• サプライチェーンの評価
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既存ツール・基準との整合性

WWF BRFとWRFは、SBTNの評価プロセスにおいて、企業が生物多様
性と水に関して最も優先順位の高い地域がどこかを把握できるように
設計されている。企業が場所ごとのリスクを理解し、優先順位をつけ
て行動できるよう支援するものであり、特にステップ1の「評価」とス
テップ2の「優先順位付け」をサポートしている。

WWF BRFとWRFは、TNFDが提案するLEAPアプローチと企業や金融
機関に対するその基本原則に整合している。LEAP アプローチはデータ
やツールにとらわれないが、WWF BRFとWRFは、利用可能なデータと
ツールに基づいて生物多様性と水関連リスクを特定し、優先順位をつけ
るための具体的かつ自動化されたアプローチを提供している。

WWFのBRFとWRFは、企業や金融機関が欧州サステナビリティ報告基
準の「水と海洋資源」（ESRS E3）と「生物多様性と生態系」(ESRS 
E4)に関する報告基準に準拠することを支援する。
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既存ツール・基準との整合性

WWF BRFの産業別マテリアリティは、ENCOREのセクターレベルの
依存度と影響度をベースとして使用し、WWF内部の専門家、金融機関
、企業のピアレビューを経て微調整されている。産業レベルの影響度
と依存度の評価に地域の生物多様性の評価を組み合わせることで、企
業や金融機関が産業や場所を超えて、生物多様性に関連するリスクへ
のエクスポージャーを洞察するための、オーダーメイドの評価を行う
ことを可能とする

WWF BRFはIBAT のデータセットを統合・利用することにより、地域
の生物多様性を評価し、物理的リスクと評判リスクを導いている。

（6.1.1 Protected Areas, 6.2.1 Biodiversity Areas, 6.5 Range Rarity, 
8.3.1 World Heritage and RAMSAR sites）

WWF BRFは、RepRisk のデータセットを統合・利用し、評判リスクの
8.1 Media Scrutinyの評価に活用
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BRFのアセスメント手順

アセスメント範囲（優先セクターと地域）の絞り込み

産業別マテリアリティの特定

25産業別に影響と依存について
マテリアリティ分野を特定

生物多様性と水の重要地域を特定

33の生物多様性リスク指標と32の水リスク
指標について地図化

自社とサプライチェーンの位置データを収集

金融機関向けデータ収集ガイダンス 金融機関及び事業会社向けデータ
収集ガイダンス
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BRFのアセスメント手順

産業別マテリアリティ評価と生物多様性・水重要性評価を統合して、拠点毎のリスクスコアを導出

産業別マテリアリティ 生物多様性・水重要地域

生物多様性・水リスクスコア

対策策定

開発中 5



25セクター×33生物多様性指標の依存と影響をそれぞれ5段階で評価

25セクター

33指標

依存5段階評価

影響5段階評価

依存の評価はENCOREを、
影響の評価はSBTNをベース

にしている
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ウェブサイトで特定の産業を選択し、当該産業に絞って各評価の確認も可能

25セクターから選択

7



生物多様性の重要性・完全性のリスク地図

33指標から選択：

指標の概要とデーター
出典が表示される

位置情報の検索が可能
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物理的リスク

評判リスク

生態系サービス

調整・サポート
サービス

調整サービス
（緩和）

文化的価値

生物多様性への
プレッシャー

環境要素

追加評判要素

経済社会要素

4指標

5指標

6指標

1指標

4指標

5指標

4指標

4指標

50以上の異なる
データを統合

リスクタイプ リスクカテゴリ 指標 メトリクス

33の生物多様性指標の構成
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リスクカテゴリ・指標・メトリクスの内容
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リスクカテゴリ・指標・メトリクスの内容
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各指標のメトリクスの具体例：Tree Cover Loss

Hansenらは、2000年から2021年までの樹木被覆の範囲、損失、増加の特
徴を明らかにするために、30mの空間解像度で全球のランドサットデータ
を調査している（Hansen, et al.） 

樹木被覆の損失は、ランドサットの画素スケール（30m）で、樹木被覆が
完全に除去された、または樹木が攪乱されたものとして定義されている。
したがって、最近皆伐された地域も含まれる。この指標では、2020年以降
の樹木被覆損失のみが考慮されている。

生物多様性リスクフィルターの指標を作成するために、生データは次のよ
うに処理された： 1) 樹木被覆損失マップは、平均値を用いてHydro 
BASINSレベル7に集約された。2) 次に、以下の表のように、分類に従って
5つのリスクスコアに分類された。
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自社とサプライチェーンの位置情報などを入力して、生物多様性の物理的リスクと評判リスク
を判定

企業名と拠点情報を登録することで、生物多様性
リスク分析、水リスク分析が可能

拠点ごとに産業分類、位置情報、自社
事業に占める重要度などを入力
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各拠点のリスク分析結果

拠点の位置情報

物理的リスクと評判
リスクをグラフと色
で表示

物理的リスクと評判
リスクの2軸でリス
クスコアをプロット

8つのリスクカテゴリ
のスコアチャート
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企業単位のリスクマップ：登録した拠点が地図上で示される
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企業単位のリスク分析
結果

各地域（ランドスケー
プ/シースケープ）の

リスク結果

物理的リスクと評判リ
スクの高低を拠点毎に
色で表示

物理的リスクと評判
リスクの2軸で各拠
点のリスクスコアを
プロット

8つのリスクカテゴリ
について拠点毎のリス
クを色で表示
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⚫ 各拠点・各指標のリスク（スケープ・リスク）は1~5の値で算出される

⚫ スケープ・リスクは、各拠点のセクター・マテリアリティ評価（INFORM MODULE
）と生物多様性の重要性・完全性評価（EXPLORE MODULE）の算術平均で算出

各拠点における指標毎のリスク値の算出方法

A社各拠点の木材入手可能性指標におけるスケープリスク算出方法

セクター・マテリ
アリティ評価結果

生物多様性重要性
・完全性評価結果

(1+1)/2

(1+5)/2
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⚫ 各拠点の物理的リスクや評判リスク評価は、各指標リスク値の平均ではなく、75パーセ
ンタイルで算出（最小値から数えて75%に位置する値を算出）

⚫ 自社事業において1つでも高リスクのものがあれば対策が必要となるが、平均で算出する
と高リスク値が薄められ、リスクに気付かない恐れがある。重要となる高リスクを強調
するため75パーセンタイルを採用。

拠点毎の各指標リスク値の統合方法

A社とB社の各指標リスク値の統合方法例

この場合75
パーセンタ
イルは上位1
位と2位の値
の平均

18



優先地域やセクターの特定には
INFROM, EXPLOREが対応

BRF/WRFはTNFD LEAPアプローチにも使用可能

依存と影響、機会とリスク
の特定にはASESSが対応
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